


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































gr .jp/ cards/terada/teradaO l.html、および『同随筆集第二巻「科学についてH http://www.aozora. 













夏目激石 『吾輩は猫であるJ岩波文庫(改版 19 9 0) 










ベンワー・ B・マンデルブ口 『フラクタル幾何学』日経サイエンス杜 (1985)
高安秀樹 『フラクタルJ朝倉書庖 (19 8 6) 
高安秀樹編 『フラクタル科学』朝倉書席 (1987)
H.O ・パイ卜ゲン、 P・H・リヒタ- rフラクタルの美一複素力学系のイメージ』シュプリンガー東京
(1988) 
タマス・ヴィチェック 『フラクタル成長現象J朝倉書庖 (1990)
ジェイムス・グリック 『カオス一新しい科学をつくる』新潮文庫 (19 9 1 ) 
J ・フヱダー 『フラクタルJ啓学出版 (19 9 1 ) 
p .ベルジュ、 Y・ポモウ、 Ch・ビダル 『カオスの中の秩序』産業図書 (1992)
松本貢編著 『医学・生物学におけるフラクタルJ朝倉書庖 (1992)
イアン・スチュアート 『カオス的世界像ー神はサイコ口遊びをするか?j自揚杜 (1992)
C ・A・ピックオーバー 『コンビュータ カオス フラクタルj白揚杜 (1994)
田口善弘 『砂時計の七不思議一粉粒体の動力学J中公新書 (1995)





















高木由臣 『生物の寿命と細胞の寿命』平凡社 (19 9 3) 
K .シュミットニールセン 『スケーリング:動物設計論ー動物のサイズは何で決まるのかJコロナ杜
(1995) 
本川達雄 『時間一ヒトの視点とヒ卜の生き方jNHK出版 (19 9 6) 
免疫関係









『チョウはなぜ飛ぶか[新版u岩波書庖 (19 9 8) 
『地震の確率セルオートマトンモデル』青森公立大学紀要2巻 1号 (19 9 6) 
『神経ネットモデルにおける臨界現象j青森公立大学紀要3巻 1号 (19 9 7) 
『マンデルブ口集合は生物であるJ青森公立大学紀要5巻 2号 (2000)
